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研究の概要

(1)研 究 の経 緯
本校の研究は,昭和 34年度以来,「主体性を高める授業過程」を研究主題に掲げ,主体

性ある人間の育成をめざして研究に取 り組んできた。この間,生徒の追究意欲を高めるた

めの情意の研究や生徒が授業中に発揮する問題解決能力の研究,さ らには授業を通 して生

徒が抱 く価値ある思いの研究などにかかわつて,学校共通のサブテーマを据え,実際の授

業での生徒のあらわれから理論構築 し,それに基づいた実践的研究をおこなった。しかし,

10年程前から,大学の法人化にともな う附属学校の存在意義の見直しや,学校現場が抱え

る教科指導上の課題に目を向けた研究活動への転換が今まで以上に必要とされるなど,本

校を取 り巻 く環境は大きく変化 した。

これ らの要因から,教科の特色を生かした柔軟な研究スタイルが模索され,本校では ,

平成 16年度の国立大学法人化を契機に,各教科でテーマを設定して研究活動を進め,研

究発表会も教科プログラム制で運営する研究がスター トした。その間,「各教科の今 日的

な課題へのアプローチ」「連携 と貢献」とい うキーワー ドのもと,地域 とのかかわ りを重視
しながら研究活動を進め,連携 と貢献のスタイルの確立や各教科の専門性に強い教員の育

成などの成果を挙げてきた。

平成 25年度より,研究主題 「主体性を高める授業過程Jの もと,主体性ある人間を育

成するために必要な資質・能力の枠組みを「要素」としてとらえた研究活動をおこな うこ

ととした。長年育成をめざしてきた 「主体性ある人間」のとらえをふまえ,各教科で育て

たい生徒像を描きながら要素を挙げて教科テーマを設定し,各教科独 自の研究活動をおこ

なってきた。そ して,各教科で単元構想や授業づ くりをおこな う際にも,要素の育成を意

識 した授業を展開してきた。各教科の取組から,身に付けさせたい 3つ の要素の構造や関

連性を探った。その結果 ,汎用的なものや,い くつかの教科に横断的なものを,「主体性

ある人間に向けての要素の構造図」 (図 1)と してまとめ,主体性ある人間の育成にせま

るための各要素の位置づけを模索 した。 (平成 27研究紀要参照)昨年度は,各教科で作

成 した構造図を単元 (題材)ご とに作成 した。 (図 2)そ の授業,教科や,学習する単元
(題材 )の特性によつて独 自性のある構造図ができたが,図 1の構造図が,各教科の本質

や学習内容によつて変化 したものととらえることができた。教科によっては,各要素の関

連性や構造図がさらに明瞭になり,ど の単元 (題材 )で も通 じるような形ができつつある。

主体性ある人間に向けての要素の構造図】

主体性 社会への参加

量濾筐∞鶴Å蛉

・奥生活に着かそうとする嬢魔
・文ftを理解しようとする機魔

硼 造力

整 爾カ
・機り還る力
・表現カ
・判断カ
・縮理的患考カ
・多面的・多角的な見方・考え方
・感性

【図 1
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【図2 社会科の構造図】



( 2 )今年度の研究について

①研究主題と主体性ある人間

〔研究主題〕

| 主体性を高める授業過程

〔主体性ある人間〕

様 々 な 状況 や 場 面 に お い て ， 自 己 と 集 団 ・ 社会 ・ も の と の か か わ り を 意識 し な が ら ，
O 自 己 や集 団 に と っ て 価値 あ る も の や課題 を 見 つ け だ す
0 自 己 や集 団 の 取 る べ き 行 動 を 決 定 し ， 実 践 す る
O 自 己 や集 団 の 決 定や 行 動 を 振 り 返 り ， 評価 し ， 改 善す る
こ れ ら に ， 継続的 に 取 り 組 む と と も に ， 自 己 や集 団 を 高 め 続 け る よ う 努力 す る 人 間
本校 で は創 立 以 来 ， 学校教育 の 様 々 な 場 面 に お い て 生 徒 の 主 体性 を 大切 に し て き た 。 特

に ， そ の 伸 長 を 授 業 の 場 に 求 め ， 研 究 主題 を 「 主 体性 を 高 め る 授 業 過 程 」 と し ， そ れ ぞ れ の
時 代 に お い て 求 め る 生 徒像を 「 主 体性 あ る 人 間 」 と し て 設 定 し ， 研 究 活 動 を 進め て き た 。

本 校 が 長 年 研 究 主 題 に 設 定 し て い た 「 主 体性 を 高 め る 授 業 過 程 」 が 不 易 な も の で あ る こ
と を 確認 し ， I 主 体性 あ る 人 間 」 を 上記 の よ う に お さ え た 。

② 身 に 付 け さ せ た い 要 素 に つ い て

主 体性 あ る 人 聞 を ， 授 業 を 通 し て 育成 す る た め に は ， そ の 人 間像が ど の よ う な 資 質 や 能
力 を も つ べ き な の か を 明 ら か に し ， 具 体 的 な 手 立 て を 描 く 必 要 が あ る 。 本校 で は ， 主 体 性
あ る 人 間 に 必 要 な 資質や 能 力 を 「 要 素 」 と い う 言 葉 で 表 し ， そ の 要 素 を 「 知 識 ・ 技 能 【 要
素 A 】 J I 思 考 力 ・ 判 断力 ・ 表 現力 ・ そ の 他 の 能 力 【 要 素 B 】 J I 関 心 ・ 意欲 ・ 態 度 【 要
素 C 】 」 の 3 つ に 分 け た 。 以 下 に そ の 定義 を 示 す 。

「 知識 ・ 技 能 j 【 要 素 A 】
学 習 活 動 や ， 生 活 体 験 な ど を 通 し て 獲得 さ れ ， 目 標 を 達成 し た り ， 課 題 を 解決 し た

り す る と き に 活 用 さ れ る も の 。
r 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ・ そ の 他 の 能 力 』 【 要 素 B 】
目 標 を 達成 し た り ， 課題 を 解決 し た り す る と き に ， そ の 活 動 を 進 め て い く 力 の 中 心

と な る も の 。
「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度j 【 要 素 C 】
目 標 を 達成 し た り ， 課題 を 解決 し た り す る と き に ， そ の 活 動 を 支 え た り ， 動 機 付 け

た り す る も の 。 そ し て ， 教材 の も つ 本 質 ・ 価値 へ と せ ま る 中 で ， 高 ま り な が ら 自 己 に
内 在化 さ れ ， 新 た な 学 び や 実 生 活 に は た ら き か け る も の 。

③教科 テ ー マ設定 ま で の流れ に つ い て

「 主 体性 あ る 人 間 」 の と ら え を も と に ， 各教科 の 本 質 や 生 徒 の 実 態 を ふ ま え ， I 教科 で
育 て た い 生徒像」 を 明確 に し た 。 そ し て ， そ の 生 徒 像 を め ざす た め に 必 要 と な る 3 つ の 要
素 を 「 教 科 で 身 に 付 け さ せ た い 要 素 」 と し て 教科 ご と に 細 分化 し ， そ れ ら を ふ ま え て 「 教
科 テ ー マ 」 を 設 定した 。 そ の 流 れ を ， 各 教 科 に 図 3 の よ う な 形 式 で 示 し て い る 。 図 3 は ，
社会科 の 例 で あ る 。
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社会科

<研究主題>

主体性を高める授業過程
<主体性ある人間>

様々な状況や場面において， 自己と集団・社会・ものとの関わりを意識しながら，

0自己や集団にとって価値あるものや課題を見付けだす

0自己や集団の取るべき行動を決定し， 実践する

O自己や集団の決定や行動を振り返り， 評価し， 改善する
これらに， 継続的に取り組むとともに， 自己や集団を高め続けるよう努力する人間

<教科で育てたい生徒像>

社会に 主体的 に 参加 し ， よ り よ い社会を創造 し よ う とす る 生徒

<教科で身に付けさせたい要素>

〔知識・技能〕 【要素A】

-地域構成の基本的な枠組みに関する知識・概念

・各時代の特色を大観し， 関連づけるために必要な知識・概念

.現代社会を捉えるために必要な知識・概念

・資料を正しく読み取り， 作成する技能

〔思考力・判断力・表現力・その他の能力〕 【要素B】

.問題を発見するカ

・多面的・多角的な見方や考え方

.資料を活用する力

-根拠をもとに考え， 表現する力
・価値判断し意思決定する力

-合意形成する力

・振り返る力

〔関心・意欲・態度〕 【要素C】

.社会事象への関心・意欲

・よりよい社会を創造しようとする態度

<教科テーマ>

主体的 に社会 を 創 造す る 生徒 を育て る 単元開 発
~社会の 形成 に 参加 す る 力を育て る 授 業 づ く り ~

【 図 3 主 体 性 あ る 人聞か ら 教 科 テ ー マ 設定 ま で の流れ 】

( 3 )研究の重点

主 体 性 の 育成 を 授 業 の 場 に 求 め て き た 私 た ち は 3 つ の 要 素 を 教科 の 授 業 の 場 に お い て
身 に 付 け さ せ た いと考 え た 。 そ の た め に は ， 各 教科 で 育 て た い 生 徒像 を 描 き ， 教科 の 本 質
を ふ ま え な が ら 3 つ の 要 素 を 具 体 化 し ， そ れ ら を ， 授 業 過 程 を 通 し て 身 に 付 け る こ と を ね
ら いとす る 必 要 が あ る 。 今 年 度 ， 重 点 的 に 取 り 組 む こ とは 次 の こ とが ら で あ る 。
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① 研 究 主 題 「 主 体性 を 高 め る 授 業 過 程 」 及 び 「 主 体性 あ る 人 間 J の と ら え を も と に ， 教
科 の 本 質 を ふ ま え ， 教科 で 育 て た い 生徒像や 身 に 付 け さ せ た い 要 素 ， 教 科 テ ー マ を 意
識 し た 研 究 活 動 を 進 め る 。
〔 平 成 2 5年 度 よ り 〕
・ 教科 で 育 て た い 生 徒像が も つ べ き 資 質や 能 力 を ， 身 に 付 け さ せ た い 要 素 と し て 明 ら

か に す る 。
・ 各 教 科 で 注 目 し た 要 素 を も と に 教科 テ ー マ を 設 定 し ， 身 に 付 け さ せ た い 要 素 を養 う

こ と を 意識 し た 指 導 計 画 ， 授 業 づ く り を お こ な う 。
〔 今 年度 よ り 〕

・ 単 元 ( 題 材 ) 作 り の 際 ， 単 元 ( 題 材 ) 及 び授 業 で 身 に 付 け さ せ た い 要 素 を 精選 し ，
構 造 図 化 し た も の を 明 記 す る 。

・ 授業案 上 に 「 要 素 育成 の 判 断基 準 」 を 明 記 す る 。
・ 各 教科 で 注 目 し た 要 素 が ， 授 業 の ど の よ う な 場 で ど の よ う に 培 わ れたか を ， 生 徒 の

あ ら わ れ か ら 検 証す る 。
② 連 携 と 貢献 に 基 づ い た 研 究 活 動 を 推進 す る 。

・ 研 究協力 委員 な ど に よ る 本校 の 研 究 の 成 果 を 反 映 さ せ た 授 業 の 参観 や 本 校 主 催 の 教
科 サ ー ク ル の 開 催 ， 地 域 の 教科 サ ー ク ノレ へ の 参加 ， 大 学 と の 共 同 研 究 の 実施 ， 論 文
や 大 学 セ ン タ ー 紀 要 の 執筆 ・ 発 表 な ど ， 各 教科 の 実 情 を ふ ま え な が ら 双方 向 の 研 究
活 動 に 努 め る 。

① 各 教 科 に お け る 「 身 に 付 け さ せ た い 要 素 」 と 「 教 科 テ ー マ 」 と の つ な が り を も た せ た 研

究 活 動 の推進

前 述 の よ う に ， 各 教科 で 身 に 付 け さ せ た い 要 素 を ふ ま え て 教科 テ ー マ を 設 定 し ， 研 究 活
動 を 進 め た 。 ま た ， 身 に 付 け さ せ た い 要 素 や 教科 テ ー マ と 授 業 と の つ な が り に つ い て ， 授
業 案 上 に お い て も 図 4 の よ う に 明 記 し た 。 特 に ， 今 年 度 の 研 究 で は ， 従来 各 教 科 で お こ な
っ て き た 検 証方 法 を 授 業案 上 に 明 記 す る 。 そ の こ と に よ り ， 各教科 で 設 定 し た 要 素 が ， ど
の 程度 育 成 で き た の か を 検 証す る 。 具 体 的 に は ， 以 下 の 4 点 で あ る 。
ア 1 4 単 元 ( 題 材 ) 目 標 ( 1 ) 各 要 素 と 単 元 目 標 の 関 連 」 と 1 6 本 時 に つ い て ( 2 ) 

目 標 」 にお い て ， 身 に 付 け さ せ た い 要 素 関 連 づ け て 目 標 を 設 定 し た 。
イ 1 4 単 元 ( 題 材 ) 目 標 ( 2 ) 要 素 育成 の 判 断基 準 」 に お い て ， 要 素 育成 の 判 断基 準 や

そ の 検 証 方 法 を 明 記 し た 。
ウ 1 5 単 元 ( 題 材 ) に つ い て ( 1 ) 教科 テ ー マ と 単 元 ( 題 材 ) と の 関 わ り 」 に お い て ，

教 科 テ ー マ と 単 元 (題材) と の 結 び つ き を 明 確 に 示 し ， そ の 単 元 ( 題 材 ) で 身 に 付 け さ
せ た い 要 素 の 関 連 性 を 構 造 図 化 し た も の を 明 記 し た 。

エ 1 5 単 元 ( 題 材 ) につ い て ( 2 ) 指 導計画 」 に おい て ， 単 元(題材 ) の ど の 段 階 で ど
の 要素 に 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で い る か を 明 記 し た 。
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授業案 (公開授業 ll)
授業者 木場 和成

1 日  時 平
2学  級 2

(本) H:10～ 12:00
0名  女子20名  計40名 )

3 単 元 名 開国と週■朧本あ歩み 新しい国づくりはこれでよかったのか
4 単元目標

地理 .攣史〔吉代‐中世 近世)学習の既習知識

【図 1 鱒爾と近代日本の歩み 単元構造図】
本単えでは、近代lj l家の歩みを大きく3つの段階 (10経キ問)で実践していく。lXl lは ,「 llll繊 と
近代機本の歩み」を単,i構造図として,ま とめたものである。

(1)各要素と単元日標の関連
意識した要素 単元目標

【要素Al
近代新聞をつくるために必要な知識 ,概念

近代国家の特色を大観するために必要な知識

概念

近代国家が形成される過程で,開国とその影
響,富国強兵・殖産興業,文明開化の風潮など

によって人々の生活が大きく変化したことを

理解することができる。 (知 識 。理解)
【要素 B】

根拠をもとに考え,表現する力
近代国家の特色を政治 ,生活・文化 ,外国との

関係など多面的 多゙角的に考察する力

近代国家の歩みを新聞にまとめる活動を通し

て,資料を通切に読み取り,活用することで
問題を解決する根拠とすることができる。

(資料活用の技能)

「新しい国づくりはこれでよかったのか」と

いう単元課題を設定することで,近代国家の
歩みを軍事 (陸軍省・海軍省),教育 (文部省),

外交 (外務省 `司法省),産業 (農商務省 ,逓

信省・内務省)な ど多面的に考えることがで
きる。        (思 考・判断・表現 )

【要素 C】

近代への関心

近代と現代を 較しようとする態度

近代日本の国づくりにかかわった先人に対す

る関心を高め,現代社会とのつながりやより
よい未来を構想しようとする態度を身に付け

ている。       (関 心 ,意欲・態度)

(2)要素育成の判断基準 (特に意識したもの)
素A 代新聞をつくるために必要な
検証方法 :第 1時 。第 2時・第 5時の追究紙

3
近代国家が形成される過程で,開国とその影響,富国強兵・殖産興業,文明開化の風潮など
によって人々の生活が大きく変化したことを理解し,近代新聞にまとめることができる。
近代国家が形成される過程で,開国とその影響,富国強兵・殖産興業,文明開化の風潮のう
ち, 1つ もしくは 2つの視点を関連づけて人々の生活が大きく変化したことを理解し,近
代新聞にまとめることができる。

1

近代国家が形成される過程で,関国とその影響,富国強兵・殖産興業,文明開化の風潮など活が
|,き

く変
II11こ

とに触れることこ
色〕亡「嘔曲
新間にまとめてい

― ― ― ― ― ― ― … … … … … … …
~E_____― ― ― … ― ― ― ―

1(

単元について

)教科テーマと単元との関わり

主体性 今日(過去や

単元鱗畿 おしい麒が、りはこれでよかった0か
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( 2 )指導計画(10時間扱い)

次 | 時 授業名・目標・有機的に関連づげたい事柄
AIBIC 

第1時1<新時代到来〉
-江戸から明治の百姓一撲の推移をグラフ化し， その原因を資料から読み取り

時代背景を理解することができる。 (知識・理解)

・ 「五梼の掲示J ・ 「五箇条のご讐文Jから近代日本が目指した国づくり l ü l @
とその影響を考え， 説明することができる。 ( J思考・判断・表現)

【有機的に関連づけたい事柄]明治維新 五箇条の御誓文 五傍の掲示

第2時1<明治政府の政策>
-明治政府の各種法令を理解することができる。 (知識・理解)
・法令の内容から誰を対象とし， 何を目的としたのかを要約して説明すること 1@lü 

ができる。 (思考・判断・表現)

[有機的 に関連づ け た い 事柄 ]
学制 殖産興業廃藩置県 地租改正 版籍奉還 徴兵令 四民平等身分解放令

第3時1<富国強兵>
・明治政府の富国強兵を教育(学制)・軍事(兵制)・経済(税制)の資料を活

用し. それらを5段階で評価する活動を通して， 政府が目指した国家を説明

することができる。 (資料活用の技能) (思考・判断・表現) 1 1。
[有機的に関連づけたい事柄]

富国強兵 学制 徴兵令 地組改正
第4時1<殖産興業>

・明治政府がおこなった殖産興業についての政策をランキングする活動を

通して， 明治政府の経済力を向上させた背景を説明することができる。

(思考・判断・表現) 。

[有機的に関連づけたい事柄]
捕E苦量証券 官営樺範丁場 富岡劉糸揚 原書F! (桓主目論主 由主'T)f!:陣、 古田丘

6 本時について
( 1 )授業名 これでよかったのか， 明治維新00/10)

( 2 )目標
f新しい閏づくりはこれでよかったのか」にコいて， 近

(陸軍省・海軍省) ・教育(文部省) ・外交(外務省・司法

り返りながら， 軍事

(農商務省・逓信省・

内務省)など多面的に考え， 様々な政策と関連づけながら， 説明することができる。

[要素B】 (思考・判断・表現)

・近代日本の国づくりにかかわった先人に対する関心を高め， 現代社会とのつながりやよりよ
い未来を構想しようとする態度を身に付ける。 【要素C] (関心・意欲・態度)

( 3 )授業過程
学 習 活 動 -支援及び留意点 。評価 !形態・時間

0この単元のパフォーマンス課題を確認しよう。 ! ・事前にホワイトボードを準備させ 小集団
る。 25分

江戸時代が終わり， いよいよ時代は近代の幕開けと
なります。 近代国家を目指す日本にとって「新しい -聴く人は，追究紙にメモをとりなが

国づくりはこれでよかったのか」を様々な政策を読 ら，軍事・教育・外交・産業の円グラ
み解き， 検証することになりました。 また， あなた フの説明をする。
は，明治政府の大蔵大臣(日本の財政を一手に担い，

-小集団の新開発表から，軍事・教育・予算を立てる人)として， 近代圏家「日本jにふさ
わしい予算案をコくりましょう。 軍事(陸軍省・海 外交・産業についてのキーワード

軍省)・教育(文部省)・外交(外務省・ 司法省)・ 色分類して板書をする。

産業(農商務省・逓信省・内務省)など多魔的に考 -教員はタイムキープをおこなう。
え， 各省が納得する予算配分にしましょう。 -最終的に， ホワイトボードに各
. ;:主ずは国外土11 ，*，圏内Lア沖日すべ者，J-斉戸，J-明 I1、焦F<fI，吋与王寺1 .，与田が弓寸志.

【 図 4 授 業案上 に お け る 要 素 と 授 業 と の つ な が り 】
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②連携 と貢献 に つ い て

平 成 2 1 年 3 月 ， r 国 立 大 学 附 属 学校 の 新 た な 活 用 方 策 等 に つ い て 」 が 答申 さ れ ， 大 学 ・
学 部 教員 の 附 属 学校 の 教 育 活 動 へ の か か わ り が 希 薄 で あ る こ と や ， 地 域 の 教育 界 の 意 向 が
附 属 学校 の 教 育 研 究 活 動 に 十 分 に 反 映 さ れ て い な い な ど の 課題 が 出 さ れ た 。 そ の 課題 に 対
す る 改 善 方 策 と し て ， 地 域 の 教育 界 の 連携協力 の も と に ， 地 域 の 教 育 の モ デル校 と し て ，
地 域 の 教員 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上， 教 育 活 動 の 推進 に 寄与 す る こ と が 挙 げ ら れ て い る 。 ま た ，
教 育 学 部 で は 平成 2 2 年 度 か ら 24 年 度 ま で の 中 期 目 標 を 次 の よ う に 示 し て い る 。

大 学 ・ 教 育 学 部 及 び 地 域 の 教 育 界 と の 連携 ・ 協力 を 強 化 し ， 附 属 学校園の 教 育 の 改
善 を 進 め ， か つ ， よ り 資 質 の 高 い 教員 の 養 成 に 貢献す る と と も に ， 今 日 的 な 教 育課題
に 対応 し た 教 育 研 究 を 進 め る 。
ま た ， こ の 中 期 目 標 を 達成 す る た め の 措置 は ， 以下の ア か ら ウ の よ う に 計 画 さ れ て い る 。
ア 「 特 色 あ る 学校 づ く り 」 の 評 価 を も と に ， 学校運 営 の 改 善 を す す め る 。
イ 教 育 実 習 お よ び 実 践 的 ・ 先 導 的 な 教 育研究 の 機 会 を 通 じ て ， よ り 高 い 資 質 を 備 え た 教

員 の 養 成 に 貢献す る 。
ウ 地域 の 教 育委員 会 ・ 学校 園等 と の 協力 の も と で ， 地 域 の 教 育 の モ デル校 と し て 今 日 的

な 教 育課題 に 対応 し た 取 組 を お こ な う 。
本校 で は ， こ れ ら の 課題 を い ち 早 く と ら え ， r連携 と 貢献」 を キ ー ワ ー ド に ， 地 域 や 大 学

と 共 同 研 究 を 進 め る ス タ イ ル を 確 立 し て き た 。 具 体 的 に は ， 地 域 と の 連 携 に 関 し て は ， 各
教科 で 研 究協力 委員 や 島 田 市 教 科 等 指 導 員 ， 静西教 育 事 務 所 地 域 支 援 課 の 先 生 方 に ， 研 究
の 方 向 性 に 対 し て ご 意 見 を い た だ い
た り ， 所 属 校 や 関 係 機 関 に お い て 本
校 の 実 践 を 検証 し て い た だ い た り し
て い る 。 ま た ， 地 域 の 人 材 や施設 を
積 極 的 に 活 用 し ， 生 徒 の 学 び に 役 立
て て い る 。 大 学 と の 連 携 に 関 し て は ，
大 学 の 共 同 研 究 者 の 先 生 方 か ら 学 問
的 な 理 論 背 景 や 最 新 の 情 報 ， 研 究 の
成 果 を 発 表 す る 機 会 な ど を い た だ い
て い る 。

こ の よ う に ， 本校 で は ， 地 域 や 大
学 と 連 携 を す る こ と で ， 研 究 の 質 を
高 め る こ と や 教 科 指 導上 の 拠 点 校 と
し て の 存 在 を 確 か な も の に し よ う と
努 力 し て き た 。 こ こ ま で 述 べ て き た
こ と を 表 す と 図 5 の よ う に な る 。 。教科プログラム視による共同参画整研究発表会 c，Web�ージによる情報公開

C学会や研究会での各種発表 。研究紀要や教科資料などの配布
C本校が主催する教科サークル活動

輯麗盟lWii酒量糧自由題言阻置閣時路間風周回liA彊藍謂富田髄圏覇靖国

【 図 5 連携 と貢献 】
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( 4 )研究の成果

① 各 教 科 の 研 究 に つ い て

教 科 ご と に 設 定 し た 研 究 テ ー マ に せ ま る 授 業 実 践 を お こ な い ， そ れ ぞ れ の 教科 で 設 定
し た 「 身 に 付 け さ せ た い 要 素 」 の 育成 に せ ま る こ と が で き た 。 詳 細 は ， 各 教 科 の ペ ー ジ
に 「 こ れ ま で の 取組 」 と し て 記載 し て い る 。
② 「 要 素 育 成 の判 断 基 準 」 を 意 識 し た 授 業づ く り に つ い て

授 業 案 上 に 「 要 素 育 成 の 判 断基 準 」 を 明 記 す る こ と で ， 従来 の 検証方 法 を 改 善 し た り ，
積 極 的 に そ の 検証方 法 の 妥 当 性 を 協議 し た り す る な ど， 検証方 法 か ら 単 元 ( 授 業 ) の 有
効 性 を 探 ろ う と し て い た 。 ま た ， 他 教 科 の 判 断基 準 と 比 較 す る こ と で ， 授 業 者 の 授 業 を
見 る 目 も 養 わ れ ， 授 業 改 善 を 活性化 さ せ る こ と が で き た 。
③主 体 性 あ る 人 間 に 向 け て の 要 素 の 構 造 図 に つ い て

平成 2 7 年 度 に 作成 し た 「 主 体性 あ る 人 間 に 向 け て の 要 素 の 構 造 図 j を 各 教 科 ・ 各 単
元 (題 材 ) で 作成 す る 「 単 元 ( 題 材 ) で 身 に 付 け さ せ た い 要 素 の 構 造 図 」 に し ， さ ら に
検証 を 加 え た 。 す る と ， 以下の よ う な 共 通性 が 確認 で き た 。
・ 多 く の 教科 で 要 素 B を 中 核 に 据 え た 単 元 計 画 を お こ な い ， そ の 結 果 ， 要 素 B の 育 成 が

は か れ た こ と は も ち ろ ん ， 他 の 要 素 A や 要 素 C の 伸長 に も つ な が っ て い る こ と が 各 教
科 の 取組 か ら わ か っ た 。

「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 の 要 素 C の 育 成 を 図 る 際 ， [" 知 識 ・ 技 能 」 の 要 素 A と 「 思 考 力 ・ 判
断 力 ・ 表 現 力 ・ そ の 他 の 能 力 」 の 要 素 B を 関 連 づ け る こ と で ， さ ら に 要 素 C を 高 め る
こ と に つ な が っ た 授 業 が 多 く の 教科 で 見 ら れ た 。 特 に 技 能 教科 で は 、 要 素 C を 意 識 し
た 授 業 づ く り が な さ れ て い る こ と が わ か っ た 。
教科 や ， 学 習 す る 単 元 ( 題 材 ) の 特性 に よ っ て 独 自 性の あ る 構 造 図 と な っ て い る が ，

平成 2 7 年 度 に 作成 し た 図 1 の 構 造 図 が ， 各 教 科 の 本質 や 学 習 内 容 に 合 わ せ て よ り 具 体
的 に 変 化 し た も の と と ら え る こ と が で き る 。

こ の よ う に ， [" 要 素 育成 の 判 断基 準 J の 検証 を 重 ね る こ と に よ り ， [" 教科 を 学 ぶ本質
的 意 義 の 中 核 と は 何 か 」 を 再確認 し ， 身 に 付 け さ せ た い 要 素 や 各 教科 の 構 造 図 を 再 考 す
る こ と に つ な が っ た 。 ま た ， 他 教 科 と 比 較 し 関 連 付 け る こ と で ， 共 通 性 や 独 自 性 を
再 確 認 し ， 各 教 科 聞 の 連 携 を 図 り ， 横 断 的 で 総 合 的 な 学 び に つ な が る な ど ， カ リ
キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト に か か わ る 動 き が で き た 。

( 5 )今後の課題

今 年度 の 研 究 で は ， こ れ ま で継続 し て お こ な っ て き た 各 教科 ， 単 元 ( 題 材 ) ご と に 各
要 素 の 関 連性や構 造 を 示 す 図 を 作成 し ， 主 体性 あ る 人 間 を 育成 す る た め の 要 素 を 意 識 し
た 授 業 づ く り を 模索 し た 。 そ の 中 で ， 各教科 ， 単 元 ( 題材) に お け る 判 断基 準 を 設 定 し ，
要 素 が どの よ う に 育成 さ れ て い っ た の か を 検証す る こ と で き た 。 し か し ， [" ど の よ う な
方 法 で 検証 を す る の か J ["生 徒 の 実 態 を 把握 し た上で ， 適 切 な 判 断基 準 に な っ て い る の
か 」 な ど の 課題 も あ が っ た 。 ま た ， [" 要 素 育成 の 判 断基 準 J を 事前 に 作 成 す る こ と で ，
あ る 時 点 で の 要 素 の 到 達度 合 い を 測 定す る た め だ け で は な く ， さ ら に 学 習 を 進 め て い く
た め ， 支 援 す る た め に は ど の よ う な 手 立 て が 必 要 に な る の か 再確認 で き た 。 今 後 こ の 研
究 を さ ら に 進 め ， 授 業 改 善 を 活性化 さ せ な が ら ， こ の 検証方 法 の 「 質 」 の 向 上 を 図 っ て
い き た い 。 そ し て ， 次 期 指 導 要 領 改訂 に 伴 い ， そ の 内 容 や 意 義 を ふ ま え つ つ ， 主 体性 あ
る 人 間 を 育成 す る た め の 要 素を意識 し た 授 業 づ く り の あ り 方 を 再 考 し て い き た い 。
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